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第
３

回
定

例
議

会
は

８
月

３
１

日
に
開
会
し
て
９
月

２
０
日
ま

で
お
こ
な
わ
れ
ま

す

第
２
回
定
例
議
会
初
日
の
６
月
９
日
、

「
議
会
議
員
定
数
検
討
特
別
委
員
会
」

よ
り
議
員
定
数
を
２
人
削
減
す
る
旨
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
議
会
最
終
日
の

６
月
２
３
日
に
現
在
の
２
０
人
の
定
数

を
１
８
人
に
２
人
削
減
す
る
内
容
の

「
市
議
会
議
員
の
定
数
を
定
め
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
が
議
員
提
案

さ
れ
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

日
本
共
産
党
の
金
子
卓
議
員
は
「
議

員
定
数
削
減
は
市
民
の
代
表
を
削
減
す

る
こ
と
」
「住
民
の
な
か
に
あ
る
多
様
な
意

見
や
要
求
が
議
会
に
正
し
く
反
映
さ
れ

な
く
な
る
」
と
述
べ
、
ま
た
「
市
の
執
行
機

関
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
議
会
の
批
判
監
視
能

力
が
議
員
定
数
削
減
で
低
下
す
る
こ
と

は
、
最
終
的
に
住
民
自
身
が
不
利
益
を

う
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
」
と
議
員
定
数

を
２
人
削
減
す
る
こ
と
に
反
対
す
る
討

論
を
お
こ
な
い
、
議
案
に
反
対
し
ま
し
た
。

独自の視点のニュース、スクープ連打、“暮らしから

憲法まで”多彩で読みごたえのある連載記事ー「しん

ぶん赤旗」は、政治を変える展望をズバリ報道、暮ら

しに役立つ情報が満載です。

東京都議選、那覇市議選、仙台市長選

自民敗北！ とまらない「安倍ノー」の流れ

森友・加計疑惑、共謀罪、９条改憲…

「国政私物化」「政権のおごり」に審判

市民＋野党の共同で新しい政治を

日
本
共
産
党
の
金
子
卓
議
員
は
第
二

回
定
例
議
会
の
一
般
質
問
で
、
老
朽
化

し
た
東
海
第
二
原
発
は
運
転
延
長
問
題

で
市
長
の
見
解
を
質
問
し
ま
し
た
。

金
子

議
員

東
海
第
二
原
発
は
首
都

圏
に
最
も
近
く
、
３
０
キ
ロ
圏
内
に
は
約

１
０
０
万
人
の
人
々
が
生
活
す
る
国
内

で
最
大
の
過
密
地
帯
に
あ
り
ま
す
。
原

発
の
運
転
期
間
は
原
則
４
０
年
で
す
。

一
回
に
限
り
２
０
年
運
転
を
延
長
で
き

る
と
い
う
規
定
も
あ
り
ま
す
が
、
１
９
７

０
年
代
に
運
転
開
始
し
た
沸
騰
水
型
原

発
は
東
海
第
二
原
発
を
含
め
て
１
１
基

あ
り
、
東
海
第
二
原
発
以
外
は
す
で
に

廃
止
措
置
が
決
定
し
て
い
ま
す
。
現
在

ま
で
に
再
稼
働
し
た
原
発
は
い
ず
れ
も
加

圧
水
型
の
原
発
で
、
沸
騰
水
型
原
発
は

１
基
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
最
も
古
い
沸

騰
水
型
原
発
の
運
転
延
長
問
題
に
対
す

る
市
長
の
見
解
を
求
め
る
も
の
で
す
。

市
長

答
弁

東
海
第
二
原
発
の
再
稼

動
の
条
件
と
し
て
、
新
規
制
基
準
適
合

よ
ぼ
す
可
能
性
が
あ
り
、
地
域
社
会
の

存
続
さ
え
も
危
う
く
し
ま
す
。
福
島
第

一
原
発
事
故
で
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
、

被
害
が
ど
う
な
る
か
を
空
間
的
、
時
間

的
、
社
会
的
に
限
定
す
る
こ
と
は
不
可

能
で
す
。
原
発
事
故
は
、
他
に
類
を
み
る

こ
と
が
で
き
な
い
「
異
質
の
危
険
」
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

市
議
会
に
は
、
東
海
第
二
原
発
の
運

転
延
長
に
申
請
に
反
対
す
る
意
見
書
提

出
を
求
め
る
陳
情
書
が
千
名
を
超
え
る

署
名
を
添
え
て
市
内
の
女
性
団
体
か
ら

提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
３
０
キ
ロ
圏
内
に

多
く
の
市
民
が
生
活
し
て
い
る
常
陸
大
宮

市
に
と
っ
て
、
運
転
延
長
問
題
は
人
事
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
最
も
古
い
沸
騰
水
型

原
発
で
あ
り
、
ま
た
東
日
本
大
地
震
で

被
災
し
た
東
海
第
二
原
発
は
４
０
年
を

超
え
て
の
運
転
延
長
す
べ
き
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

日
本
共
産
党

「
携
帯
ペ
ー
ジ
」

性
審
査
の
合
格
、
延
長
認
可
、
安
全
協

定
に
よ
る
茨
城
県
と
東
海
村
の
同
意
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
今
後
、
沸
騰
水
型

原
発
、
加
圧
水
型
原
発
の
優
劣
を
含
め

ま
し
て
、
原
子
力
規
制
委
員
会
の
新
規

制
基
準
適
合
性
審
査
に
合
格
す
る
か
、

そ
し
て
、
運
転
延
長
の
申
請
を
お
こ
な
う

か
ど
う
か
に
つ
い
て
注
意
深
く
見
守
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
再
稼
働
の
条
件
が
そ
ろ
っ

た
と
き
は
、
運
転
開
始
か
ら
４
０
年
を

超
え
る
原
発
で
あ
っ
て
も
科
学
的
、
技
術

的
な
見
地
か
ら
安
全
性
に
つ
い
て
判
断

さ
れ
る
こ
と
な
の
で
、
今
ま
で
も
言
っ
て
い

ま
す
が
、
最
終
的
に
は
そ
の
判
断
を
も
と

に
、
国
の
責
任
に
お
い
て
再
稼
働
す
べ
き

と
考
え
て
い
ま
す
。

金
子

議
員

原
発
で
ひ
と
た
び
重
大

事
故
が
発
生
し
、
放
射
性
物
質
が
外
部

に
放
出
さ
れ
る
と
、
も
は
や
そ
れ
を
抑
え

る
手
段
は
存
在
せ
ず
、
被
害
は
、
空
間

的
に
ど
こ
ま
で
も
広
が
る
危
険
が
あ
り
、

時
間
的
に
も
将
来
に
わ
た
っ
て
危
害
を
お

※東大名誉教授で金属材科学が専門の井野博満氏は、

２００７年１１月の雑誌『科学』誌上で、「日本の原発建設

はアメリカに遅れること１０年、１９６８年までに建設された

アメリカの原発は全て閉鎖されたので、日本は老朽化原

発の先進国になりつつある。１９７０年代当時、事業者が作

成した設置申請書には、圧力容器の寿命を４０年、実行

運転期間３２年と想定して容器鋼材の中性子照射脆化を

推定している」と述べています。

新
日
本
婦
人
の
会
常
陸
大
宮
支
部
（
切
石
ト
シ
コ
支
部
長
）
は
、
第
二
回
定
例
議

会
に
１
１
２
５
人
の
署
名
を
添
え
て
「
東
海
第
二
原
発
の
２
０
年
延
長
申
請
に
反

対
す
る
意
見
書
提
出
を
求
め
る
陳
情
」
を
市
議
会
に
提
出
し
ま
し
た
。

こ
の
陳
情
は
第
二
回
定
例
議
会
で
結
論
を
出
さ
ず
、
議
会
閉
会
中
も
継
続
し
て

審
査
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
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第
２
回
定
例
議
会
は
６
月
２
３
日
に

閉
会
し
２
３
日
ま
で
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

新
日
本
婦
人
の
会
か
ら
１
１
２
５
名
の

署
名
を
添
え
て
提
出
さ
れ
た
「
東
海
第

二
原
発
の
２
０
年
延
長
申
請
に
反
対
す

る
意
見
書
提
出
を
求
め
る
陳
情
」
は
継

続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

議
会
初
日
の
６
月
９
日
に
美
和
緒
川

平
和
の
会
か
ら
提
出
さ
れ
た
同
内
容
の

陳
情
は
「
趣
旨
採
択
」
（
金
子
議
員
は

「
採
択
」
を
主
張
し
反
対
）
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
６
月
１
５
日
に
新
た
な

陳
情
を
審
査
し
た
総
務
常
任
委
員
会
は
、

日
本
原
電
社
長
の
発
言
や
大
洗
の
原
子

力
機
構
事
故
な
ど
状
況
の
変
化
が
あ
っ

た
の
で
新
し
い
陳
情
に
つ
い
て
慎
重
に
審

査
す
る
こ
と
に
な
り
、
当
日
結
論
を
出
さ

ず
に
閉
会
中
も
継
続
し
て
審
査
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

下
村
田
区
長
ほ
か
２
名
か
ら
提
出
さ

れ
た
「
下
村
田
地
内
の
市
道
整
備
に
関

す
る
請
願
」
と
上
小
瀬
の
會
澤
さ
ん
ほ
か

２
名
か
ら
提
出
さ
れ
た
「
道
路
の
雨
水

対
策
工
事
に
関
す
る
請
願
」
は
採
択
さ

れ
ま
し
た
。

議
会
最
終
日
の
６
月
２
３
日
、
現
在

の
２
０
人
の
定
数
を
１
８
人
に
削
減
す

る
内
容
の
「
市
議
会
議
員
の
定
数
を
定

め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
が

議
員
提
案
さ
れ
、
賛
成
多

数
で
可
決
さ
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

育
庁
の
資
料
で
は
小
学
校
普
通
教
室
の

設
置
率
は
５
２
・
８
９
％
と
半
数
を
超

え
ま
し
た
。
こ
の
数
字
は
、
県
内
の
普
通

教
室
全
教
室
６
７
１
９
教
室
の
設
置
割

合
で
す
。
前
回
の
平
成
２
６
年
は
２
２

・
９
６
％
、
前
々
回
の
平
成
２
２
年
は

９
・
６
２
％
で
す
か
ら
、
普
通
教
室
の
エ

ア
コ
ン
設
置
は
大
き
な
流
れ
で
す
。

県
内
自
治
体
ご
と
に
設
置
率
を
見
ま

す
と
、
１
０
０
％
か
ら
０
％
ま
で
様
々

で
す
。

設
置
率
が
１
０
０
％
の
自
治
体
は
大

子
町
な
ど
１
８
自
治
体
に
増
え
て
い
ま

す
。
そ
し
て
０
％
は
８
自
治
体
だ
け
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
１
つ
が
当
市
、

常
陸
大
宮
市
で
す
。

今
年
４
月
１
日
時
点
の
設
置
率
０
％

の
笠
間
市
は
、
今
年
全
小
中
学
校
の
普

通
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
を
進
め
て
い

ま
す
。
当
市
の
小
中
学
校
普
通
教
室
の

日
本
共
産
党
の
金
子
卓
議
員
は
第
２

回
定
例
議
会
（
６
月
議
会
）
の
一
般
質

問
で
、
小
中
学
校
の
普
通
教
室
に
エ
ア

コ
ン
を
設
置
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

金
子

議
員

普
通
教
室
の
エ
ア
コ
ン

設
置
は
若
い
お
母
さ
ん
方
の
強
い
要
望

で
す
。
今
年
の
夏
は
猛
暑
が
予
想
さ
れ

て
い
る
の
で
な
お
さ
ら
で
す
。
文
部
科
学

省
で
は
、
公
立
学
校
施
設
に
お
け
る
空

調
、
冷
房
の
設
置
状
況
に
つ
い
て
平
成

１
０
年
度
よ
り
お
お
む
ね
３
年
に
一
度

調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年
６
月

９
日
付
け
で
調
査
結
果
が
公
表
さ
れ
ま

し
た
。
今
年
の
４
月
１
日
時
点
の
調
査

で
す
が
、
公
立
小
中
学
校
に
お
け
る
普

通
教
室
の
設
置
率
は
４
９
・
６
％
、
前

回
、
３
年
前
の
設
置
率
は
３
２
・
８
％
、

１
６
・８
ポ
イ
ン
ト
増
と
調
査
結
果
の
概

要
を
報
告
し
て
い
ま
す
。

茨
城
県
で
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
県
教

エ
ア
コ
ン
設
置
の
方
針
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

教
育

部
長

こ
れ
ま
で
の
一
般
質
問

で
議
員
か
ら
エ
ア
コ
ン
設
置
の
必
要
性
に

つ
い
て
提
言
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

夏
季
に
お
け
る
各
小
中
学
校
の
教
育
環

境
を
把
握
す
る
た
め
に
７
月
と
９
月
に

各
学
校
統
一
し
た
基
準
を
設
け
て
、
普

通
教
室
の
室
温
測
定
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
昨
年
の
測
定
結
果
は
、
学
校
の
立

地
条
件
、
そ
の
年
の
気
象
状
況
な
ど
に

よ
り
、
学
校
ご
と
に
多
少
の
温
度
差
は

あ
り
ま
す
が
、
全
体
的
に
は
、
ほ
ぼ
前

年
と
同
様
な
状
況
で
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
各
学
校
で
は

扇
風
機
の
活
用
、
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
の

取
り
組
み
、
小
ま
め
な
水
分
補
給
な
ど

で
体
感
温
度
の
低
下
に
努
め
て
い
ま
す
。

児
童
生
徒
の
健
康
を
第
一
に
考
え
、
今

年
度
か
ら
普
通
教
室
の
室
温
測
定
期
間

を
６
月
、
７
月
、
９
月
と
拡
大
し
て
実

施
し
、
さ
ら
に
詳
細
に
状
況
把
握
に
努

め
る
ほ
か
、
現
在
各
学
校
で
お
こ
な
わ
れ

て
い
る
取
り
組
み
の
一
層
の
充
実
を
図
る

と
と
も
に
、
引
き
続
き
普
通
教
室
の
室

温
測
定
を
実
施
し
、
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他

の
質

問
項

目

■
教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

（
準
要
保
護
世
帯
へ
の
入
学
準
備
金
支
給
）

■
公
選
挙
投
票
区
の
再
編
に
つ
い
て

＊
金
子
議
員
の
一
般
質
問
全
文
と
答
弁
概
要
を

ま
と
め
た
冊
子
必
要
な
方
、
連
絡
く
だ
さ
い
。

高
す
ぎ
る
国
民
健
康
保
険
税
が
問
題

と
な
る
な
か
、
国
保
の
運
営
主
体
が
来

年
４
月
、
市
町
村
か
ら
都
道
府
県
に
移

行
し
ま
す
。
こ
の
国
保
の
広
域
化
、
都

道
府
県
単
位
化
に
よ
っ
て
当
市
の
国
保

税
額
は
ど
う
な
る
の
か
、
不
安
は
大
き
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。

金
子

議
員

県
の
試
算
結
果
で
「
当

市
は
増
と
な
る
市
町
村
の
ひ
と
つ
に
入
っ

て
い
る
」
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ

の
第
２
回
試
算
結
果
で
、
納
付
金
試
算

額
（
保
険
税
額
）
が
増
え
る
市
町
村
数
は

２
９
自
治
体
で
、
一
人
当
た
り
の
保
険

税
増
加
額
の
平
均
は
８
０
６
７
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
当
市
の
国
保
税
額
が
ど
の
く

ら
い
増
加
す
る
と
試
算
さ
れ
て
い
る
か
は

公
表
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
負
担
増
に
な

る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

市
と
し
て
市
民
に
負
担
を
増
や
さ
な

い
と
い
う
立
場
か
ら
ど
の
よ
う
な
対
応
を

す
る
の
か
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
私
は
、

今
市
民
に
負
担
を
増
や
さ
な
い
立
場
と

言
い
ま
し
た
が
、
ど
う
い
う
立
場
で
対
応

す
る
の
か
と
い
う
こ
と
も
合
わ
せ
て
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

保
健

福
祉

部
長

答
弁

県
の
国
保
制

市
議

会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
で

一
般

質
問

の
録

画
が
見

ら
れ

ま
す

金子卓議員

６月２０日に質問

小学校普通教室のエアコン設置率 ０％は、

常陸大宮市など８市町のみ（中学校は常陸大宮市など９市町）
設置率１００％の自治体は、小学校で１８市町、中学校で１９市町

度
移
行
準
備
委
員
会
で
の
審
議
や
、
各

市
町
村
の
意
見
照
会
結
果
な
ど
を
踏
ま

え
、
８
月
に
は
本
県
に
お
け
る
納
付
金
の

算
定
方
法
等
が
決
定
と
な
り
、
市
町
村

ご
と
の
試
算
額
が
示
さ
れ
て
き
ま
す
。
都

道
府
県
単
位
化
後
の
国
保
税
率
の
検
討

と
一
般
会
計
か
ら
の
法
定
外
繰
入
れ
等
、

市
の
対
応
は
、
第
３
回
目
の
試
算
額
が

８
月
以
降
に
示
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
試
算

結
果
を
分
析
す
る
と
と
も
に
、
国
に
よ
る

財
政
支
援
拡
充
の
効
果
や
今
後
県
か
ら

示
さ
れ
る
運
営
方
針
、
さ
ら
に
は
医
療

費
適
正
化
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
、
庁
内

に
お
い
て
関
係
部
署
で
十
分
協
議
を
重

ね
て
、
適
正
な
税
率
水
準
や
繰
入
れ
の

水
準
等
を
総
合
的
に
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

金
子

議
員

高
す
ぎ
る
国
保
税
の
負

担
増
を
抑
え
る
た
め
に
は
国
・
県
の
助
成

を
増
や
す
し
か
方
法
が
あ
り
ま
せ
ん
。
国

・
県
が
や
ら
な
い
な
ら
ば
、
市
が
市
民
の

暮
ら
し
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

市
と
し
て
、
都
道
府
県
単
位
化
に
よ
っ
て

市
民
の
国
保
負
担
を
増
や
さ
な
い
立
場

に
立
つ
こ
と
を
求
め
ま
す
。

少ない一般質問者
わずか５人

近隣の状況（第２回定例議会）

○常陸太田 ８人 ○那珂 ９人

○ひたちなか １１人 ○大子 ８人

（各議会ＨＰ）

※一般質問＝行政全般にわたる施

策の状況や方針などについて説明

・報告を求めること（コトバンク）。


